
২

Պ
ֶ

২代ँ੍ޚ研究室
https://bsw�.naist.jp/demVra/

 ใ ཧ   ใ ੜ ໋ ό　Π　Φ όΠΦφϊ  ࣭  ཧ    ࣾ  ձ σ　ʔ　λ

（写真左から）
教授：ग़ଜ　 demVra@bs.naist.jp
ॿ教：ᅳࢬ　ਖ਼ kVnieda-t@bs.naist.jp
ॿ教：中ా　ະ༑ر　miZVki-t-nakata@bs.naist.jp

研究内容
ʹ࢈ੜɺ৯ྐ૿࠶ڥɺ࢈ɺΤωϧΪʔੜ͚ͯʹஙߏଓՄͳࣾձͷ࣋　
ཱͭ২ͷ出ͱ׆༻ʹؔ͢Δڀݚͱ教ҭΛ行͍ͬͯ·͢ɻϞσϧ২実
༻২Λࡐྉͱ͠ ͨ子ੜֶతڀݚߏྗֶղੳͷ݁ՌΛͱʹɺ木࣭ό
ΠΦϚεͷ੍ޚྗֶత࠷దԽɺ࣭༌ૹ੍ޚͷϝΧχζϜΛղ明͠ɺ༗༻ό
ΠΦϚε২作出ʹͭͳ͕Δ৽نόΠΦςΫϊϩδʔͷ։ൃΛਐΊ·͢ɻ

ʣ̍༗༻όΠΦϚε২ͷ։ൃ
　༷ʑͳϞσϧڀݚγεςϜ（γϩΠψφζφഓཆࡉ๔）Λ༻͍ͯɺ木࣭
όΠΦϚεΛߏ͢Δ木࣭ࡉ๔ͷԽΛ੍͢ޚΔ͘͠Έͷղ明ʹऔΓΜͰ
͍· ɻ͢ͱ͘ʹɺΦϛΫε（ήϊϜɺτϥϯεΫϦϓτʔϜɺϓϩςΦʔϜɺϝ
λϘϩʔϜ）ใΛϕʔεʹͨ͠౷合తͳղੳʹΑΓɺ木࣭ࡉ๔ͷ一छͰ͋
Δಓࡉ๔ͷԽɺ木࣭όΠΦϚεͷ本ମͰ͋Δ২ࡉ๔นͷੜ合Λ
·ޭ͍ͯ͠ʹݟΔҨ子ͷൃ͢ޚ੍ （͢ਤ ）̍ɻ木࣭όΠΦϚεΛվྑͨ͠
Ϟσϧथ木ͷ։ൃɺίέ২ͳͲͷଟ༷ͳ২छΛ༻͍ͨਐԽൃੜతݚ
·औΓΜͰ͍ʹڀ ɻ͢͜ΕΒΛ௨͡ɺ༗༻όΠΦϚε২作出ʹ͚ͨ
൚༻ੑͷ高͍ج൫ٕज़ͷ։ൃڀݚΛਪਐ͍ͯ͠· ɻ͢

̎ʣ২ͷྗֶత࠷దԽϝΧχζϜʹجͮ͘ج൫ٕज़ͷ։ൃ
　২ൃੜڥԠͷաఔͰࣗΒͷମߏΛྗֶతʹ࠷దͳܗ
ͱมԽ͍ͤͯ͞· ɻ͢͜ͷ২ͷྗֶత࠷దԽγεςϜΛɺ͞·͟·ͳεέʔϧ（ੜମ子ʵࡉ๔ʵ織ʵݸମ）Ͱղੳ͠ɺͦͷϝ
ΧχζϜͷղ明ΛਐΊ͍ͯ· ɻ͢ݪ子ؒྗݦඍڸ"'.Λ༻͍ͨྗֶಛੑղੳɺλΠϜϥϓεࡱӨΧϝϥɾϚΠΫϩ9ઢC5ɾ*o5ثػ

（3BTQCFSSZ 1iͳͲ）Λ༻͍ͨ3%ɾ4%ߏಛੑղੳɺ͜ΕΒͱཧղੳΛΈ合ΘͤͨߏྗֶղੳʹऔΓΜͰ͍· ɻ͢ಘΒΕ
ࠃͷԹࠩͳͲ本ͱ͍͏ق࢛൫ٕज़ͷཱ֬Λ͡Ίɺ෩ɺجԽͱ͍ͬͨ次ੈόΠΦػՌΛͱʹɺ২ͷ高ڀݚͨ
ݻ༗ͷଟ༷ͳڥҼ子ʹௐ和ͨ͠αεςφϒϧݐஙͷԠ༻ల։Λ͍ͯ͠ࢦ· ɻ͢

̏ʣ২ͷບࡉܥ๔খثʹΑΔ࣭༌ૹ੍ޚ
　২ࡉ๔Ͱ࣭Λޮతʹੜͤ͞࢈ΔͨΊʹɺੜ合Ԡͷ্ʹ加͑ ɺͯ࢈ੜ͞Ε࣭͕ͨࡉ๔ʹ͓͍ ɺͯʮ͍ͭʯɺʮͲ͜ʹʯɺ

ʮͲͷΑ͏ʹʯͯ͠合ɺӡൖɺੵ͞ΕΔ͔ͷۭؒ࣌తͳ੍ޚϝΧχζϜͷཧղ͕ඞཁෆՄܽͰ ɻ͢ࡉ๔Ͱ合͞Εͨ২ࡉ๔น
ͷߏ͕ࡉ๔֎ͱൻ͞ΕΔ͜ͱʹணͯ͠ɺͦͷൻΛ͑ࢧΔͨΊͷບࡉܥ๔小ثʹΑΔ࣭༌ૹ੍ޚͷΈΛ明Β͔
ʹ͢Δ͜ͱʹऔΓΜͰ͍· ɻ͢ಘΒΕͨՌΛ౿·͑ͳ͕Βɺࡉ๔࣭༌ૹΛίϯτϩʔϧ͢Δج൫ٕज़ͷ։ൃΛ͍ͯ͠ࢦ· ɻ͢

�. )irai 3. et al. 1lants  9 �� ����
�. TamVra T. et al. 1lant + . 100 ���-��� ����
�. Takenaka :. et al. 1lant Cell  30 ����-���� ����
�. Tan T. et al. 1lant 1hZsiol . 176 ���-��� ����
�. Ohtani .. et al. 1lant 1hZsiol . 172 ����-���� ����
�. 9V B. et al. SDienDe  343 ����-���� ����

˔֎෦ࢿ金
科学研究費ิॿ金新学術ྖҬ研究「২物の力学的最ద化戦略に基ͮくサステφϒϧ構
造システムの基盤創成」（ྖҬද）ଞ、科学研究費ิॿ金「基盤研究」֤ 種、およͼ企業
との共同研究費など

用する׆て২の͍͖͟まをཧղし͚ଓՄ能なࣾձͮ͘Γに࣋

研究を始めるのに必要な知識・能力
　生໋ݱにજむಾにڵ味をもち、その解໌にけて主体的に研究に取り組んでいけるʠやるؾʡが重要です。生物学の一ൠ的な基礎
知識にՃ͑て、২物生理学や分子生物学、౷ܭ学の知識・経験があると研究をスムーζに開始できます。
　研究室の指導方針
　当研究室では、基礎から応用までの研究を幅広く展開しており、学生が୲当する研究テーマも多ذにっています。様々なόックά
ラウンυをもった研究室メンόーと議論することで、知識の野を広͛ながら、学生が自身の研究を論理的に理解し、発展させていけ
るようにࢦಋを行っています。また、ि�ճの研究室ミーティンάをはじめ、ཹ学生との会やւ֎研究者とのަྲྀなどで日常的にӳޠ
に触れる環境ͮくりに力をೖれています。この環境を活かして、これからの社会に必要ෆՄܽなӳޠ力を上させ、国ࡍ的に活躍でき
るਓ材のҭ成を目ࢦしています。
　この研究で身につく能力
๔分化におけるҨࡉ日の生物学において、ʠҨ子ʡはܽかせないΩーϫーυです。当研究室で研究を行うことにより、২物のࠓ　
子のಇきを、分子やࡉ๔、個体、ͻいては進化といったミクロからマクロにかけての様々な視点で理解できるようになります。研究室
で実ࡍにै事する実験では、ミクロン୯Ґのඍখなࡉ๔をૢ࡞する技術や、オミクス解ੳから得られる大ྔデータをѻうための情報分
ੳ力などを身につけることができます。また、研究を進めるաఔで、論理的ߟࢥがトϨーχンάされることはݴうまでもありません。研
究室での日々のディスカッションや共同研究、国内֎の学会発දを通して、ίミϡχέーションやプϨθンテーションといった社会に
ग़てから立つ能力をཆうことができます。

修了生の活躍の場
　৯品関連企業、ༀ品企業、情報関連企業、公員（高ߍ教員、ݝ職員）、研究職など

ਤ1ɽಓࡉ๔ԽͷϚελʔస੍ࣸޚҼ7%/7ࢠ
ࣨڀݚͰ7/%7ͷੑ׆ԽʹΑΔಓࡉ๔Խ༠ಋ࣮ܥݧΛཱ֬
͍ͯ͠·͢ɻ͜ ͷܥΛ༻͍ɺ২ࡉ๔นͷੜ߹੍ʹޚΔҨࢠ
ͷղ໌ʹऔΓΜͰ͍·͢ɻ

研究設備
共য点Ϩーβݦඍݪ、ڸ子ؒ力ݦඍݦޫܬ、ڸඍڸ、マイクロ9線CT、クリー
プメーター、�分子ޫܬ分ੳシステム、分解(C/.Sシステム、ӷ体クロマ
トάラフィーシステム、ϧミϊ・イメージΞφライβーなど

研究業・共同研究・ࣾձ׆ಈ・外部資金など
˔研究業
�. ,Vnieda T. et al. 1lant Cell 1hZsiol . 61 ���-��� ����
�. AkiZoshi N. et al. Tree Biol . 40 ���r��� ����
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